過去と向き合う　　　　　　　　　　　　　　　山岸　春江
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ポーランド・アウシュヴィッツとドイツの旅には娘と参加しました。今まで、親子で旅行したのは尾瀬山行や奈良京都の神社めぐりなどでした。戦跡めぐりの外国旅行に誘って付いてくるのか不安でしたが、娘は仕事のやりくりをつけて8日間の休暇をとり、はじめて母娘の行動が実現できました。戦争と平和についてともに考える機会となり、これからの生き方に刺激を与えられました。帰国してからは、新聞やテレビからの情報は批判的に受け止め、食事時には議論になり、比較的ＢＳの外国ニュースを見るようになっています。
　アウシュヴィッツ・ミュージアム（ポーランド）、ユダヤ博物館、ワルシャワゲットー跡、ベルリン・ブランデンﾌﾞルグ門近くの巨大な「虐殺されたヨーロッパのユダヤ民族追悼記念碑」などでは、私たち高齢者日本人見学者以外は小・中・高・大学生、幼児連れの家族など若い人たちが多く、ドイツ、ポーランドの人たちがホロコーストを記憶にとどめようとする姿に感動しました。自分を含めて日本の侵略戦争の歴史を改めて伝えることの大切さを気づかされました。ガイドは英語、クロアチア語、チェコ語、フランス語、ヘブライ語、スペイン語、オランダ語、日本語、ドイツ語、ポーランド語、ロシア語、セルビア語、スロバキア語、スウエーデン語、ハンガリー語、イタリア語があり、学生たちはレシーバーをかけて静かにきいていました。死体焼却場のガス室跡、死の壁などには沢山のバラが献花してあり、黙祷している集団が見られました。アウシュヴィッツの見学者が立っている場所は約110万の人々が殺害された墓地なのです。
　1947年7月2日にポーランド国会で、元収容所の敷地および物件の永久保護そして国立オシュビエンチュム・ブジェジンカ博物館設立法が決議されました。1979年には戦争に関連する対象としてはじめてユネスコから世界文化遺産に指定されました。館長は、ポーランド人の元囚人が担当しています。
　博物館には、8万足の靴、3800個のトランク（そのうち2100には名前がかかれている）12000個の鍋や調理器具食器、約40キログラムの眼鏡、460本の義手、義足、570着の縞模様の囚人服、260着の洋服、金属製品を熔かして作った塊40立方メートル、260のタウェス（ユダヤ人が祈るときに肩にかける特別な布）、6000点の美術品約２tの女性の毛髪が保管してあります。
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　アウシュビッツの強制収容所について史実をドイツの教科書に記述したのは1960年代になってからです。第二次大戦後15年目からドイツ、ポーランドの小・中・高生につたえられ、歴史の現場を訪ねることを含めて歴史の授業が展開されていることを今回の旅で確認できました。ベルリン在住ジャーナリスト梶村氏の記事に「湾岸戦争が起こったときもそうだったが真っ先にベルリンのアメリカ大使館に「石油のために血を流すな」と数千人のデモをかけたのは中等、高等学校の生徒たちであった。ドイツの歴史教育では小学校5年生の授業に強制収容所の生存者を呼んで証言を聞き、討論をさせたりしています」とあります。
　今日本では、安倍総理が日本軍「慰安婦」問題について軍の関与と強制を認めた「河野談話」の見直しを主張していることについてニューヨーク・タイムズが「日本の歴史を否定する新たな試み」と題する批判の社説を載せるなど大きな国際問題になっています。さらに、2012年度使用中学校教科書から「慰安婦｣の記述を削除しています。日本では「慰安婦」問題以外にも、戦争の加害責任について、教育現場では消極的な教え方が大半をしめています。その結果、明治以降の戦争で日本軍が何をしてきたかほとんど知らされていないまま学校を卒業しているのが現状です。
　2012年5月5日にソウル市内に戦争と女性の人権博物館が開設されました。これは、アウシュヴィッツミュージアムと同様なものと考えられます。博物館は、日本軍「慰安婦」の歴史を通じて未来世代の平和と人権の学びの場であるとともに、いまも紛争地域で続く戦時性暴力問題を解決するために連帯し、戦争と女性への暴力のない世界をつくるために行動することを目的にしています。新婦人韓国スタディツアーに参加した方からの報告によると、館内には日本軍「慰安婦」の歴史やハルモニたちの戦いの歴史が丁寧に展示されています。大きな地図に日本軍が侵略したアジア・太平洋の広範な地域に沢山の「慰安所」がつくられていたことが示してあります。銃剣でつかれたり、おもしろ半分に入れ墨を入れられたり、人間扱いされなかったことが展示してあります。13歳から15歳で強制連行して慰安所で性奴隷にされた生存者は80歳から90歳代で、現在日本政府に公式謝罪をもとめて戦っています。
小・中学生や初めて学習する人向けに支援者がアニメ映像にハルモニの証言音声をのせて短時間でわかりやすい作品がつくられています。この博物館の来館者がほとんど10代から20代の若い男女だったことが印象的であったといっており、私がアウシュヴィッツミュージアムで体験したことと同じでした。今も続く朝鮮半島の分断は日本の植民地となった結果、アメリカとソ連によって押し付けられたもの、同じ民族同士でありながら、他民族によって強制的に分断させられました。行き来はもちろん手紙一本、電話一本かけることができない状況がつづいています。韓国女性連合では、南北分断を乗り越えるとりくみ、反戦平和の運動がうまれているとのことです。今年は休戦60周年で、朝鮮戦争は終戦ではなく休戦と主張しています。朝鮮半島と東北アジアの非核化へ、一方的な経済制裁ではなく、なによりも持続的な支援が大切です。
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　中国や韓国各地に日本の植民地時代の証拠が残っています。日本の侵略戦争の過去の歴史を現地で学び、加害者としての問題を意識化すること、子どもや孫たちにこんなことが2度と繰り返させないための責任を強く自覚した旅でした。
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　こぼれ話


不正乗車





　ケーテ・コルヴィッツ美術館からホテルまでガイドの松山さんなしに帰らなければならなかった。地図の読めない女、方向音痴の私が案内役だから大変だ（写真）。松山さんからしっかり教えてもらったにもかかわらずあらぬ方へみなさんを導き、やっとの思いでツォー駅へたどりついたのはいいが、どの線に乗るか、切符はどうやって買うか。一人で来た時はどうしていたのか、全く忘れている。まず一人でエスカレーターに乗ってホームを確かめ、そばの人にきいてフリードリヒシュトラーセまでの切符を買ってからみなさんをご案内。切符は自販機で、行く先の距離によってきまったボタンを押し、指定された料金を払うと出てくる。ところが石川は二・四ユーロだったのに、みなさんのはなぜか一・四ユー
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ロッパの交通機


関には「改札」


というものがな


いので、どっち


が正しいかわか


らない。時々検


札があって、不


正乗車は、こっ


ぴどく叱られた


上罰金を払わさ


れるという。結局二・四ユーロが正しかったので、一ユーロ得をしたわけだが、この辺の感覚がヨーロッパ人とは違う。「キセル」などという乗り方もあり、「嘘も方便」などとも言う日本文化と、神が見ているヨーロッパの違いか。　（Ｉ）
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